
 

 

 

 

 
学校経営から学ぶ 
学校の教育目標「自ら学び 豊かな心と たくましく生きる実践力を

備えた生徒の育成」を達成するため、本年度は、育成を目指す資質・

能力を「自己管理能力」と定め、人と、物事と、自分と「向き合う」

ことを指導のキーワードとして、あらゆる場面で、自己管理能力の育

成に向けて生徒の主体的な取組を粘り強く支援しています。 

また、「率先垂範・協働・創意工夫」をキーワードに組織的な指導

体制を構築し、それぞれの分掌や学年で目標を定め、個人目標と連動

させています。そのため、学力向上に加え、人間関係プログラムや、

体力向上においても計画的な実践が組織的に行われています。 
 

授業から学ぶ 
１年生数学は、安心な環境から多くの生徒が自分の考えや疑問点をつぶやいていました。 

２年生英語は、工夫のあるプレゼンと、リズムとテンポのある流れのため、効果的なグループ

活動が行われていました。全体的に感じた事は、全ての子どもに課題を理解させるため、短時間

のペアでの話し合いを多く取り入れてみてはいかがでしょうか。 

なお、ペアやグループ等対話を行う場では、教師はより俯瞰的に見ることで、それぞれの子ど

もや学び合いの様子を形成的に評価し、次への活動に活かされるとよいと思います。 
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